
エノキ
にれ科

にれ科の樹木は，大木になる落葉樹です。京都近郊の野山に

も生えますが，社寺の境内や古い集落の周りなどに植えられ

ています。

エノキの枝は太く，よく広がって力強い樹形をしています。

樹皮はなめらかで灰色。秋には，だいだい色の丸い実をつけ，

黄葉します。

E  02
小
山
西
花
池
町

ハ
ナ
ノ
キ

小山西花池町
●高さ8.5ｍ●幹周0.45ｍ
◆かえで科／落葉高木

モミジの仲間であるハナノキは，若
葉に先立って赤い花が咲きます。

E  03
天
寧

て

ん

ね

い

寺

カ
ヤ

天寧寺門前町
●高さ16.0ｍ●幹周4.90ｍ
◆いちい科／常緑高木

幹周りは５ｍ近くあり，市内でも
有数のカヤの大木です。

E  04
加
茂
街
道

エ
ノ
キ

加茂街道
●高さ18.0ｍ●幹周4.20ｍ

◆にれ科／落葉高木

E  05
加
茂
街
道

ア
キ
ニ
レ

加茂街道
●高さ17.0ｍ●幹周2.95ｍ

◆にれ科／落葉高木

ちびっこひろば「むくのきひろば」
ムクノキ

E  01

「新しいタイプの地域コミュニティ空間の創造」をテ－マに区民の皆さんが
主役となって検討を行い，この広場は生まれ変わりました。ムクノキがつ
くる緑陰のおかげで，真夏も子どもたちは元気に遊んでいます。

小山南上総町
●高さ13.0ｍ
●幹周1.80ｍ

◆にれ科／落葉高木

鴨川公園の広場にあるエノキやアキニレは四方に枝を伸ばしています。河
川敷の中では日陰をつくるものはほかになく，これらの樹木がもたらす大
きな緑陰は貴重な休息場所です。


